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佐渡金銀山佐渡金銀山
　文禄4（1595）年、相川で金銀山が発見され、小木町は佐渡
から本州への金銀の出発点として重要視されました。そのため
郊外の安隆寺に本陣が
置かれ、大久保長安に
よって元小木から小木
に港・商人が移され、役
人の下使いをする問屋５
人衆（後に2 0人に拡
大）が港を管理しました。
相川の金銀は小木街道
を通り小木町まで運ば
れるようになりました。
金銀は木崎神社に一時
保管され、その後、小木
港から対岸の天領出雲
崎、北国街道を通り江
戸まで運ばれました。

町　割町　割
　小木町は中立町付近（図2①）から発展した後、城山側へ
と拡大、中心も栄町方面に移ります（図2②）。さらに文政７
（1824）年大火の被災者により三味線堀周辺（図1）の泉町
周辺（図2③）も市街化し、明治以降には旭町方面へ広がり
ます（図2④）。このように小木町は近世・近代にかけ、短冊
状の敷地を持つ町屋が計画的に配置されました。

宿根木との関係宿根木との関係
　小木町に寄った北前船は宿根木で修理されていたと言わ
れています。小木町は計画的な敷地割の近世の港町で、船員
に対し商売をする店や廻船問屋が建ち並ぶ、商業の町でした。
一方で宿根木は自然発生的で不整形な町割の、中世からの
港町です。廻船問屋や船主のほかに船大工もおり、工業も生
業のひとつでした。このように異質の港町が共に発展し、現
在も歴史的な町並みが残っていることは注目に値します。

北前船北前船
　小木町は内の澗・外の澗という２つの港を擁し、金銀の
積み出し港の他に、寛文12（1672）年から始まった西廻り航
路や北前船の寄港地とし
ても栄えました。18世紀
中ごろには新潟へ向かう
廻船が順番待ちで小木に
滞在し、船員が町へ繰出
すことで町には様々な職
業が発生し、繁栄しまし
た。小木町は、日本各地
と佐渡・新潟を結ぶ海上
の道、陸上の道の中継地
点として宿場町の要素も
持っていたと言えます。

　佐渡市小木町は佐渡の金銀の積出港、北前船
や西廻り航路の寄港地として栄えた港町です。商
業を中心に賑わい、佐渡では珍しい歌舞伎も行わ
れていました。現在はたらい舟や竹細工、鼓童が有
名となっていますが、当時の町人文化を偲ばせる町
屋など、多くの歴史的な建物が残っています。近世
に新たにつくられた港町で、歴史的な町並みが今も
残っている町として、全国的にも貴重と言えます。

往時（昭和8年以降）の小木町の町並み（提供：桃井 幸定氏）

復元された北前船・白山丸
（佐渡国小木民俗博物館所蔵）
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図1：小木の町並みと三味線堀　（参考文献：1）
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図2：小木の町の成立順序　（参考文献：2）
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町屋の内部写真

町　屋町　屋
　小木町に残る歴史的建造物のほとんどは町屋と呼ばれる
建物です。町屋とは町場にある商職人の住居の総称で、主
に江戸時代から昭和の初めにかけてつくられました。町屋
の特徴としては、以下の４点が挙げられます。

●町人文化の街おぎ振興組合・・・・・・・・ ☎0259-86-2216
（小木町商工会）
●小木ふれあいガイドの会・・・・・・・・・・・・ ☎0259-86-3200
（南佐渡観光案内所）
●佐渡国小木民俗博物館・・・・・・・・・・・・ ☎0259-86-2604
●佐渡市教育委員会
南教育事務所小木出張所・・・・・・・・・・・ ☎0259-86-3191

間取りと内部意匠間取りと内部意匠
　小木の町屋は通りから順にミセ（ドマ）、
居間の役割を持つオイエ（オエ）、ヘヤ
（ザシキ）、ダイドコロ（オカッテ）と並び、ナ
カスと呼ばれる坪庭を挟んでナヤがある
場合が多く見られます。通りから見て右
側には、ミセからナヤまで続くニワ（トオリ
ドマ）があり、さらにその奥に土蔵がある
場合もあります。
　内部の特徴としては大材を用いた差
鴨居があり、内部が豪勢な造りとなっていることがうかがえます。
また、神棚が2つある町屋が存在するのも特徴で、山側には恵
比寿大黒様が、海側には木崎神社の氏神様である木花咲夜
姫（このはなさくやひめ）が祭られています。

　小木町まちなみ探索地図は、小木町の歴史的建物
を中心とする町並みの魅力を多くの人に伝えたいと思
い、制作しました。小木町の一般観光情報につきまし
ては佐渡観光協会発行の「日本海交易の十字路 まち
歩きマップ 小木･宿根木編」をご参照ください。
　マップに掲載している個人住宅は非公開です。ま
ちあるきの際には、プライバシーに十分配慮して頂く
よう、お願い申し上げます。

発　行：町人文化の街おぎ振興組合
編　集：新潟大学工学部 建設学科 都市計画研究室
協　力：小木ふれあいガイドの会・佐渡国小木民俗博物館
デザイン･印刷：㈱第一印刷所   
※このマップは『新潟県コミュニケーション行政推進事業』の助成を受けています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008.03発行

）定推8181～4081・有所氏治貞田増（』図絵湊木小『.1
2.鈴木紘太『近世港町小木における歴史的建造物の残
存状況及び外観特性』（新潟大学工学部建設学科建
築学コース平成19年度卒業論文）

出鼻造り出鼻造り
　2階部分が1階部分より張り出
している「出鼻造り」が多くあり
「跳ね出し造り」とも呼ばれてい
ます。以前は通り側だけでなく、
海を眺めるために浜側にも多く
見られたようです。

裏面「14,19,21,23」

ガラス雨戸・戸袋ガラス雨戸・戸袋
　北陸地方では雨戸に窓がついているものがよく見られ
ますが、小木の町屋には木枠以外全てがガラスでできて
いるものが見られます。また戸袋もガラス製のものもあり、

小木独特なものです。

裏面「14,18」

高　欄高　欄

 ガラス雨戸のため、通りから2階前面の欄干が見えます。特
に貸座敷であった建物の欄干は意匠が凝っています。小木
ではこれらすべてが高欄と呼ばれています。

裏面「4,5,14,18」

飾り窓飾り窓
　町屋に飾り窓が付いている
のは特徴的です。用途は現在
のショーウィンドウと似ていま
す。改築などで撤去されてあま
り多く残っていませんが、今で
も数件で見られます。

裏面「21,23」

石見瓦・能登瓦石見瓦・能登瓦
　小木の町中では黒 と々光沢のあ
る能登瓦がよく見られます。その
中で茶褐色の石見瓦も見ることが
できます。これは米を積んで大阪へ上った廻船が、帰りの下り
荷として島根から積んで戻ったことによると言われています。

図3：小木町の町屋の間取り（例）　（参考文献：2）
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